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宮崎県

延岡市

日向市

高千穂町
天孫降臨の地

神武東征お舟出の地

出会いの聖地

今
か
ら
１
３
０
０
年
以
上
前
に
つ
く
ら
れ
た
、
日
本
と
い
う
国
の
始
ま
り
を
記
録
し
た

歴
史
書
『
古
事
記
』・『
日
本
書
紀
』。
こ
の
中
で
太
陽
や
山
、
海
、
川
な
ど
の
存
在
は

そ
れ
ぞ
れ
「
神
」
に
見
立
て
ら
れ
た
。
こ
こ
に
記
さ
れ
た
神
々
に
よ
る
国
づ
く
り
の
物

語
は
長
い
年
月
を
か
け
て
高
天
原
神
話
、
出
雲
神
話
、
日
向
神
話
と
い
う
３
つ
の
神
話

と
な
り
、
後
世
へ
と
語
り
継
が
れ
て
い
る
。

日
向
神
話
の
な
か
で
ア
マ
テ
ラ
ス
オ
オ
ミ
カ
ミ
の
孫
・
ニ
ニ
ギ
ノ
ミ
コ
ト
が
国
を
治
め

る
た
め
に
地
上
に
降
り
立
っ
た
と
い
う
天
孫
降
臨
が
記
さ
れ
た
話
の
舞
台
と
な
っ
た
の

は
、“
神
話
の
ふ
る
さ
と
”
と
言
わ
れ
る
宮
崎
県
の
北
部
地
域
だ
。
高
千
穂
に
降
臨
し

た
後
、
延
岡
に
渡
っ
た
と
さ
れ
る
ニ
ニ
ギ
ノ
ミ
コ
ト
。
日
向
神
話
の
本
舞
台
と
さ
れ
る

こ
の
地
に
は
、
ど
の
よ
う
な
物
語
が
残
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

日
向
神
話
ゆ
か
り
の
地
を
巡
り
な
が
ら
、
ニ
ニ
ギ
ノ
ミ
コ
ト
の
伝
説
を
知
る
旅
に
出
か

け
よ
う
。

天
孫
降
臨
街
道
を
行
く

国見ヶ丘から高千穂町をのぞむ
写真提供：宮崎県観光協会
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ヒ
メ
タ
タ
ラ
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ス
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ヨ
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【
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】

タ
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ヨ
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ヒ
メ

ミ
ケ
イ
リ
ヌノ
ミコト

カ
ムヤマ
ト
イ
ワレ
ビコノ
ミコト

【
初
代
神
武
天
皇
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天
孫
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ギ
ノ
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【
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代
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ウ
ガ
ヤ
フ
キ
アエ
ズノ
ミコト

【
日
向
三
代
】

　

国
や
自
然
、
そ
し
て
人
間
の
成
り
立
ち
を

神
々
の
ス
ト
ー
リ
ー
で
つ
づ
る
日
本
神
話
は
、

大
き
く
分
け
て
３
つ
の
物
語
に
分
類
さ
れ
ま

す
。
ま
ず
は
日
本
神
話
の
冒
頭
部
に
あ
た
る
、

神
々
が
暮
ら
す
天
上
界
の
話
を
描
い
た
「
高た

か

天ま
が

原は
ら

神
話
」
か
ら
見
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
こ

こ
で
は
日
本
と
い
う
国
の
始
ま
り
や
生
命
の

誕
生
と
い
っ
た
自
然
界
の
根
本
的
な
テ
ー
マ

が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
物
語
は
イ
ザ
ナ
ギ
ノ

ミ
コ
ト
と
い
う
男
神
と
イ
ザ
ナ
ミ
ノ
ミ
コ
ト

と
い
う
女
神
が
、
協
力
し
て
島
々
を
生
み
出

す
“
国
生
み
”
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
２
人
は

最
初
に
「
オ
ノ
ゴ
ロ
島
」
と
い
う
小
さ
な
島

を
作
っ
た
の
ち
、
そ
こ
に
移
り
住
み
、
淡
路

島
や
四
国
、
九
州
と
い
っ
た
島
を
生
み
日
本

列
島
を
作
っ
て
い
き
ま
す
。
そ
の
後
、
海
の

神
や
山
の
神
、
風
の
神
な
ど
、
あ
り
と
あ
ら

ゆ
る
神
々
を
生
み
出
し
て
い
く
の
で
す
。
こ

れ
は
い
わ
ゆ
る
生
命
の
誕
生
を
意
味
し
て
い

る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

最
終
部
に
あ
た
る
の
が
、
オ
オ
ク
ニ
ヌ
シ

ノ
ミ
コ
ト
に
代
わ
っ
て
ア
マ
テ
ラ
ス
オ
オ
ミ

カ
ミ
の
孫
・
ニ
ニ
ギ
ノ
ミ
コ
ト
が
地
上
を
治

め
る
話
を
描
い
た
「
日
向
神
話
」
で
す
。
ア

マ
テ
ラ
ス
オ
オ
ミ
カ
ミ
か
ら
与
え
ら
れ
た
八や

咫た
の

鏡か
が
み・
八や

尺さ
か

瓊に
の

勾ま
が

玉た
ま

・
草く

さ

薙な
ぎ
の

剣つ
る
ぎと
い
う
「
三

種
の
神
器
」
と
呼
ば
れ
る
宝
物
を
持
ち
、
地

上
に
降
臨
（
天
孫
降
臨
）
し
た
ニ
ニ
ギ
ノ
ミ

コ
ト
。
彼
は
人
々
の
暮
ら
し
を
安
定
さ
せ
、

円
滑
に
政
治
を
進
め
る
た
め
に
政
治
・
治
世

を
支
え
る
神
々
・
五い

つ

伴と
も
の

緒お
の

神か
み

を
引
き
連
れ

て
降
臨
し
ま
し
た
。
そ
う
い
う
背
景
も
あ
り
、

ニ
ニ
ギ
ノ
ミ
コ
ト
は
五
穀
豊
穣
や
国
家
安
泰

の
神
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
彼
は
そ
の
後
、
山

の
神
・
オ
オ
ヤ
マ
ツ
ミ
ノ
カ
ミ
の
娘
の
コ
ノ

ハ
ナ
サ
ク
ヤ
ヒ
メ
と
出
会
い
結
婚
を
し
、
ホ

デ
リ
ノ
ミ
コ
ト
（
海
幸
彦
）
と
ホ
ス
セ
リ
ノ

ミ
コ
ト
、
ホ
オ
リ
ノ
ミ
コ
ト
（
山
幸
彦
）
と

い
う
３
人
の
神
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。
ホ
デ
リ

ノ
ミ
コ
ト
と
ホ
オ
リ
ノ
ミ
コ
ト
は
「
海
幸
山

幸
伝
説
」
で
有
名
で
す
が
、
ホ
ス
セ
リ
ノ
ミ

コ
ト
に
つ
い
て
は
知
ら
な
い
人
も
多
い
の
で

は
？
実
は
古
事
記
や
日
本
書
紀
に
彼
が
登
場

す
る
の
は
こ
の
時
だ
け
で
、
そ
の
後
は
ホ
デ

リ
ノ
ミ
コ
ト
と
ホ
オ
リ
ノ
ミ
コ
ト
の
２
人
に

し
か
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
ん
で
す
。
そ
の
た

め
ホ
ス
セ
リ
ノ
ミ
コ
ト
は
産
ま
れ
て
い
な

か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
説
も
あ
る
と

か
…
。
そ
の
後
、
ニ
ニ
ギ
ノ
ミ
コ
ト
の
ひ
孫

と
し
て
誕
生
す
る
の
が
カ
ム
ヤ
マ
ト
イ
ワ
レ

ビ
コ
ノ
ミ
コ
ト
。
都
を
開
き
初
代
天
皇
と
し

て
即
位
し
た
と
さ
れ
る
、
後
の
初
代
神
武
天

皇
で
す
。

　

こ
こ
ま
で
が
日
本
と
い
う
国
の
誕
生
か
ら

天
皇
家
の
始
ま
り
を
記
し
た
日
本
神
話
の
一

連
の
流
れ
。
各
神
話
に
は
舞
台
と
さ
れ
て
い

る
場
所
が
い
く
つ
か
あ
り
、
高
千
穂
・
延
岡

と
い
っ
た
宮
崎
県
北
部
地
域
は
ニ
ニ
ギ
ノ
ミ

コ
ト
の
天
孫
降
臨
か
ら
始
ま
り
初
代
天
皇
誕

生
へ
と
繋
が
る
「
日
向
神
話
」
の
聖
地
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
回
は
ニ
ニ
ギ

ミ
コ
ト
を
主
役
に
、
宮
崎
県
北
部
地
域
に
残

る
神
話
の
聖
地
を
巡
り
な
が
ら
、
日
向
神
話

に
つ
い
て
深
く
見
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

そ
の
後
、
火
の
神
を
生
ん
だ
際
に
イ
ザ
ナ

ミ
ノ
ミ
コ
ト
は
大
や
け
ど
を
負
い
、
黄よ

泉み

の

国
＝
死
後
の
世
界
へ
行
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

イ
ザ
ナ
ギ
ノ
ミ
コ
ト
は
イ
ザ
ナ
ミ
ノ
ミ
コ
ト

を
追
い
か
け
て
黄
泉
の
国
に
行
き
ま
す
が
、

完
全
に
あ
の
世
の
も
の
と
な
っ
た
イ
ザ
ナ
ミ

ノ
ミ
コ
ト
の
姿
に
恐
れ
お
の
の
き
逃
げ
だ
し

て
、
地
上
に
帰
り
禊み

そ
ぎ

を
し
ま
す
。
そ
の
禊
に

よ
っ
て
生
ま
れ
た
の
が
高
天
原
を
治
め
る
ア

マ
テ
ラ
ス
オ
オ
ミ
カ
ミ
、
夜
の
世
界
を
治
め

る
ツ
ク
ヨ
ミ
ノ
ミ
コ
ト
、
海
原
を
治
め
る
ス

サ
ノ
オ
ノ
ミ
コ
ト
で
す
。

　

中
巻
部
は
ス
サ
ノ
オ
ノ
ミ
コ
ト
の
子
孫
・

オ
オ
ク
ニ
ヌ
シ
ノ
ミ
コ
ト
が
地
上
世
界
を
治

め
る
「
出
雲
神
話
」。
神
話
の
中
で
は
地
上

世
界
の
こ
と
を
「
葦あ

し

原は
ら
の

中な
か
つ
く
に国

」
と
い
う
ん

で
す
よ
。
オ
オ
ク
ニ
ヌ
シ
ノ
ミ
コ
ト
が
登
場

す
る
「
因
幡
の
白
兎
」
の
伝
承
は
知
っ
て
い

る
人
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

のべおか観光大使
杉本 隆晴さん

日
本
神
話
っ
て
ど
ん
な
話
？

大
地
、
海
、
生
き
も
の
…

す
べ
て
を
生
み
出
し
た
神
々
の
誕
生

舞
台
は
天
界
か
ら
地
上
世
界
へ

ま
ず
は
日
本
神
話
が
ど
う
い
う
話
な
の
か
、
全
体
の
流
れ
を
知
っ
て
お
こ
う
。

教
え
て
く
れ
る
の
は
、
元
延
岡
市
副
市
長
で
日
向
神
話
研
究
会
顧
問
・
の
べ
お
か
観
光
大
使

の
杉
本
隆
晴
さ
ん
だ
。

※神話に登場する名称などは諸説あります

延岡市の愛宕山展望台には、この話も含めた日
本神話全体の流れが描かれている（→ P12）

初めての「寿命」誕生！

オオヤマツミノカミは、コノハナサクヤヒメと一緒に姉のイワナガヒメ
もニニギノミコトと結婚させることに。しかしニニギノミコトはイワナ
ガヒメとの結婚は拒否し、彼女を送り返してしまう。実はイワナガヒ
メにはオオヤマツミノカミから永遠に続く石のような生命力が与えら
れており、彼女との結婚を逃したニニギノミコトは永遠の命を逃して
しまう。ここで初めて神にも「寿命」というものができたとされており、
これは人々の命は永遠でなく、いつか必ず尽きてしまうものというこ
とを意味していると言われている。

■天安河原
宮崎県西臼杵郡高千穂町岩戸

神々が集まった天安河原

暴れん坊で周りに迷惑ばかりかけていたため神の国を追放された
スサノオノミコトは、母のイザナミノミコトがいる黄泉の国に向かう
ことに。その道中に姉・アマテラスオオミカミのいる高天原を訪れ
たスサノオはここでも悪事を繰り返す。怒ったアマテラスオオミカ
ミは我慢できずに、天岩戸という大きな岩屋に隠れてしまう。太陽
の神がいなくなったことで世界が真っ暗になったため、八百万の神
がこの河原に集まり神議を行ったと伝えられている。洞窟の中には
祈願をする人々が積み重ねた無数の石積みが見られる。
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ア
マ
テ
ラ
ス
オ
オ
ミ
カ
ミ
か
ら
の
命
令
を

受
け
た
ニ
ニ
ギ
ノ
ミ
コ
ト
は
、
天
と
地
の
境

界
線
に
あ
る
天あ

ま

の
八や

ち

衛ま
た

で
待
っ
て
い
た
サ
ル

タ
ヒ
コ
ノ
オ
オ
カ
ミ
の
道
案
内
を
受
け
、
地

上
に
降
り
立
つ
。
高
千
穂
町
に
は
ニ
ニ
ギ
ノ

ミ
コ
ト
が
降
臨
し
た
と
さ
れ
る
場
所
が
い
く

つ
か
あ
る
。
ひ
と
つ
は
槵く

し

觸ふ
る

神じ
ん

社じ
ゃ

の
あ
る
槵く

し

觸ふ
る

の
峰み

ね

。
ま
た
、
高
千
穂
町
と
隣
の
五
ヶ
瀬

町
と
の
堺
に
あ
る
男
嶽
・
女
嶽
の
２
つ
の
峰

に
分
か
れ
る
二
上
山
も
天
孫
降
臨
の
場
所
と

い
わ
れ
て
い
る
。

　

そ
う
し
て
高
千
穂
町
に
天
孫
降
臨
を
し
た

ニ
ニ
ギ
ノ
ミ
コ
ト
は
、
国
を
治
め
る
の
に
適

し
た
土
地
を
求
め
て
五
ヶ
瀬
川
沿
い
を
下
っ

て
延
岡
を
訪
れ
る
。
ニ
ニ
ギ
ノ
ミ
コ
ト
は
高

千
穂
か
ら
延
岡
に
渡
る
道
中
、
隣
の
日
之
影

町
に
立
ち
寄
っ
た
と
言
わ
れ
て
お
り
、
こ
の

地
に
あ
る
高
城
山
で
国
見
を
し
た
と
い
う
伝

説
も
。
延
岡
に
到
着
し
た
ニ
ニ
ギ
ノ
ミ
コ
ト

は
、
笠
沙
の
岬
で
コ
ノ
ハ
ナ
サ
ク
ヤ
ヒ
メ
と

出
会
う
。
絶
世
の
美
女
だ
っ
た
と
言
わ
れ
る

コ
ノ
ハ
ナ
サ
ク
ヤ
ヒ
メ
に
一
目
ぼ
れ
し
た
ニ

ニ
ギ
ノ
ミ
コ
ト
は
す
ぐ
に
プ
ロ
ポ
ー
ズ
し
、

無
事
結
婚
す
る
こ
と
に
。
２
人
が
出
会
っ
た

笠
沙
の
岬
は
海
水
位
の
低
下
に
よ
り
笠
沙
山

と
い
う
小
高
い
山
へ
と
変
わ
り
、現
在
は「
愛

宕
山
」
と
い
う
名
称
で
親
し
ま
れ
て
い
る
。

　

そ
の
後
ニ
ニ
ギ
ノ
ミ
コ
ト
は
ホ
デ
リ
ノ
ミ

コ
ト
（
海
幸
彦
）・
ホ
ス
セ
リ
ノ
ミ
コ
ト
・

ホ
オ
リ
ノ
ミ
コ
ト
（
山
幸
彦
）
と
い
う
３
人

の
息
子
に
恵
ま
れ
る
。
イ
ワ
ナ
ガ
ヒ
メ
の
一

件
（
→
５
ペ
ー
ジ
）
以
来
寿
命
が
与
え
ら
れ

た
彼
は
葦
原
中
国
を
治
め
た
後
に
亡
く
な
り
、

延
岡
の
中
心
部
か
ら
向
か
っ
て
北
側
に
あ
る

「
可え

愛の

岳た
け

」
に
葬
ら
れ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。

ア
マ
テ
ラ
ス
オ
オ
ミ
カ
ミ
の
孫
、
ニ
ニ
ギ
ノ
ミ
コ
ト
が
地
上
に
降
り
立
つ
“
天
孫
降
臨
の
話
”

か
ら
始
ま
る
日
向
神
話
。
こ
の
神
話
の
舞
台
は
諸
説
あ
る
が
、
そ
の
一
つ
に
宮
崎
県
北
部
地

域
が
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
こ
か
ら
は
杉
本
さ
ん
の
解
説
を
混
じ
え
な
が
ら
、
宮
崎
県
北
部
地
域

に
残
る
ニ
ニ
ギ
ノ
ミ
コ
ト
ゆ
か
り
の
地
を
巡
り
、
彼
の
軌
跡
を
追
っ
て
い
こ
う
。

天
孫
ニ
ニ
ギ
ノ
ミ
コ
ト
の

軌
跡

 　

 

ど
う
し
て
笠
沙
山
は
愛
宕
山
と
呼

ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
？

ニニギノミコト（瓊瓊杵尊）
・�高天原を治めるアマテラスオ

オミカミの孫
・�妻はコノハナサクヤヒメで子

はホデリノミコト・ホスセリ
ノミコト・ホオリノミコト

・�御利益は五穀豊穣や国家安泰、
良縁成就などその他多数ある

高千穂町国見ケ丘にあるニニギノミ
コトと先住民の石像
■国見ヶ丘
宮崎県西臼杵郡高千穂町押方

2 人が出会ったとされる愛宕山（旧笠沙の岬）

笠沙山が愛宕山という名
称に変更されたことを記
した「笠沙御𥔎之碑（か
ささみさきのひ）」

神武東征お舟出の地＝日向市
ニニギノミコトのひ孫として生まれたカムヤマトイワレビコノミコト。彼は日向の高千穂の宮殿で国を治め
ていたが、東側の地にはここよりももっと素晴らしい土地が広がっているという噂を聞き、兄のイツセノミ
コトと相談し「天下を治めるために東へ行こう」と決意する。日向（現宮崎県日向市美々津）を出発した
一行は、まず宇沙（大分県）を経由して、筑紫の岡田宮（現福岡県北九州市）に滞在し、安芸（広島県）、吉
備（岡山県）、白肩津（大阪府）、熊野（和歌山県）などを経て、大和（奈良県）に到着。ここで豪族を倒し、
畝火橿原宮（うねびのかしはらのみや）を建て天下を治めることに。このようにして初代神武天皇が誕生
したと言われている。神武天皇が美々津をお舟出の地に選んだ理由は諸説あるが、一つは入江が深く波
が比較的穏やかな港であったからとされている。また上流地域には深い森林があり、船の材料となる木
材が容易に確保できたからという理由もあるようだ。

 

延
岡
城
跡
が
残
る
、
大
瀬
川

と
五
ヶ
瀬
川
の
間
の
小
さ
な
山
に
、

か
つ
て
愛
宕
神
社
は
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
江
戸
時
代
の
武
将
・
高
橋

元
種
が
延
岡
城
を
こ
の
地
に
築
く
こ
と
に
な
り
、
愛
宕
神

社
は
笠
沙
山
に
移
さ
れ
た
と
言
い
ま
す
。
そ
の
際
、
笠
沙

山
は
愛
宕
神
社
を
有
し
た
こ
と
に
よ
り
、
人
々
か
ら
「
愛

宕
山
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。
ち
な
み
に

大
瀬
川
と
五
ヶ
瀬
川
も
時
代
が
変
わ
る
な
か
で
表
記
の
仕

方
や
呼
び
名
が
変
化
し
て
い
る
ん
で
す
よ
。
大
瀬
川
は
愛

宕
山
の
麓
を
流
れ
て
お
り
、
ニ
ニ
ギ
ノ
ミ
コ
ト
と
コ
ノ
ハ

ナ
サ
ク
ヤ
ヒ
メ
が
こ
の
川
で
逢
瀬
を
重
ね
た
と
さ
れ
る
こ

と
か
ら
、
江
戸
時
代
の
歌
に
逢
瀬
川
と
読
ま
れ
て
い
た
と

の
こ
と
。
五
ヶ
瀬
川
は
漢
字
は
同
じ
で
も
読
み
方
が
変
化

し
て
い
ま
す
。
今
は
「
ご
か
せ
が
わ
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま

す
が
、
江
戸
時
代
に
は
神
武
天
皇
の
兄
で
あ
る
イ
ツ
セ
ノ

ミ
コ
ト
（
五
瀬
命
）
の
名
前
に
ち
な
ん
で
「
い
つ
せ
が
わ
」

と
呼
ば
れ
て
い
た
ん
で
す
よ
。

Ａ

Ｑ

教
え
て
！

さ
ん

杉
本

「
五い

つ

伴と
も
の

緒お
の

神か
み

」
と
い
う
政

治
・
治
世
を
支
え
る
ト
ッ
プ

の
神
々
を
引
き
連
れ
て
地
上

に
降
り
立
っ
た
ニ
ニ
ギ
ノ
ミ

コ
ト
。
こ
れ
ら
の
神
を
引

き
連
れ
た
の
に
は
葦
原
中

国
で
国
を
つ
く
り
、
人
々

の
暮
ら
し
を
豊
か
な
も
の
に
す
る
た
め

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
地
上
世
界
を
新
た
に
作

る
た
め
に
は
、
ど
こ
に
降
り
立
つ
か
も
重
要
。
降
臨
す

る
場
所
に
は
２
つ
の
条
件
が
あ
っ
た
と
言
わ
れ
て
お
り
、
一

つ
は
天
界
か
ら
来
る
神
々
を
あ
た
た
か
く
受
け
入
れ
て
く
れ

る
先
住
民
が
い
る
こ
と
。
も
う
一
つ
は
水
田
を
開
く
た
め
に

必
要
な
肥
沃
な
大
地
や
豊
富
な
水
が
あ
る
こ
と
。
ニ
ニ
ギ
ノ

ミ
コ
ト
は
地
上
に
降
臨
す
る
際
に
ア
マ
テ
ラ
ス

オ
オ
ミ
カ
ミ
よ
り
稲
穂
を
授
か
っ
て
い
た

た
め
、
こ
の
稲
を
使
っ
て
稲
作
を
始
め

よ
う
と
し
て
い
た
ん
で
し
ょ
う
ね
。
宮

崎
県
北
部
地
域
は
こ
れ
ら
２
つ
の
条
件

に
当
て
は
ま
っ
た
た
め
、
天
孫
降
臨
の

場
所
と
し
て
選
ば
れ
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

Ａ

    

天
孫
降
臨
の
場
所
に
な
ぜ
高
千
穂
が

選
ば
れ
た
の
？

Ｑ

教
え
て
！

さ
ん

杉
本

天
孫
降
臨
の
地
＝
高
千
穂

出
会
い
の
聖
地
＝
延
岡
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高千穂に伝承される 

ニニギノミコト天孫降臨地

I n format ion
In format ion

　

神
々
た
ち
の
世
界
、
高
天
原
を
治

め
る
ア
マ
テ
ラ
ス
オ
オ
ミ
カ
ミ
よ
り
、

地
上
世
界
を
ま
と
め
、
人
々
が
幸
せ

に
暮
ら
せ
る
よ
う
な
国
づ
く
り
を
す

る
よ
う
命
令
を
受
け
た
孫
の
ニ
ニ
ギ

ノ
ミ
コ
ト
は
、
神
々
を
従
え
て
下
界

に
降
り
立
つ
。
ニ
ニ
ギ
ノ
ミ
コ
ト
が

降
臨
し
た
場
所
に
つ
い
て
古
事
記
や

日
本
書
紀
で
は
「
高
千
穂
」
と
い
う

記
述
が
さ
れ
て
お
り
、
同
じ
地
名
を

持
つ
宮
崎
県
の
高
千
穂
町
に
は
、
ニ

ニ
ギ
ノ
ミ
コ
ト
が
降
り
立
っ
た
と
さ

れ
る
地
と
し
て
い
く
つ
か
の
場
所
が

言
い
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
一
つ
が
同

町
内
に
あ
る
小
高
い
山「
槵く

し

觸ふ
る

の
峰
」

だ
。
天
孫
降
臨
を
し
た
場
所
に
つ
い

て
、古
事
記
に
は
「
久く

士じ

布ふ

流る

多た

気け

」、

日
本
書
紀
に
は
「
槵く

し
ふ
る
の
た
け

觸
峯
」
と
い
う

記
述
が
あ
り
、
同
じ
名
前
を
持
つ
こ

の
場
所
が
天
孫
降
臨
地
の
有
力
候
補

の
一
つ
だ
。

　

ま
た
、
天
孫
降
臨
の
地
と
し
て
日

本
書
紀
で
は
「
槵く

し

日ひ
の

二ふ
た

上が
み
の

峯た
け

」、
日

向
国
の
歴
史
や
文
化
を
記
録
し
た
日

向
風
土
紀
で
は
「
高た

か

千ち

穂ほ

二ふ
た

上が
み
の

峯た
け

」

と
も
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
ニ

ニ
ギ
ノ
ミ
コ
ト
は
高
千
穂
町
と
隣
の

五
ヶ
瀬
町
に
ま
た
が
る
「
二
上
山
」

に
降
り
立
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
も

考
え
ら
れ
て
い
る
。

　

山
全
体
を
ご
神
体
と
す
る
「
槵
觸
の
峰
」

の
な
か
に
建
つ
神
社
。社
殿
は
１
６
９
４（
元

禄
７
）
年
に
建
て
ら
れ
、
ニ
ニ
ギ
ノ
ミ
コ
ト

を
主
祭
神
と
し
て
祀
っ
て
い
る
。
天
孫
降
臨

の
際
に
行
っ
た
と
さ
れ
る
武
道
の
神
、
タ
ケ

ミ
カ
ヅ
チ
ノ
ミ
コ
ト
と
タ
テ
ミ
ナ
カ
タ
ノ
ミ

コ
ト
の
力
比
べ
が
相
撲
の
始
ま
り
と
伝
え
ら

れ
て
い
る
。
境
内
に
は
土
俵
が
あ
り
、
毎
年

10
月
に
行
わ
れ
る
高
千
穂
の
秋
祭
り
「
槵
觸

神
社
例
大
祭
」
で
は
、
子
ど
も
か
ら
大
人

ま
で
参
加
可
能
な
相
撲

大
会
が
行
わ
れ
る
ほ
か
、

１
～
２
歳
の
幼
児
た
ち

に
よ
る
、
先
に
泣
い
た

方
が
勝
利
と
な
る
「
う

な
り
相
撲
」
も
開
催
さ

れ
、
お
お
い
に
盛
り
上

が
る
。

　

天
真
名
井
の
側
に
あ
る
大
き
な
石
。
ニ
ニ

ギ
ノ
ミ
コ
ト
と
の
子
ど
も
を
３
人
身
籠
っ
た

コ
ノ
ハ
ナ
サ
ク
ヤ
ヒ
メ
は
、
燃
え
盛
る
炎
に

包
ま
れ
た
産
屋
の
中
で
出
産
し
た
と
伝
わ
っ

て
い
る
が
、
あ
ま
り
の
難
産
に
こ
の
石
に
抱

き
つ
い
て
お
産
を
し
た
と
い
う
伝
説
が
残
っ

て
い
る
。
元
々
は
天
真
名
井
の
下
を
流
れ
る

神じ
ん

代だ
い

川が
わ

の
中
に
あ
っ
た
が
、
河
川
整
備
に
よ

り
岸
辺
に
移
さ
れ
た
。
村
に
災
い
が
あ
る
時
、

石
が
夜
に
う
ご
め
い
て
知
ら
せ
た
こ
と
か
ら

夜
泣
き
石
と
呼
ば
れ
て
お
り
、
夜
泣
き
の
激

し
い
赤
ん
坊
は
こ
の
石
に
触
る
と
泣
き
止
む

と
い
う
言
い
伝
え
も
。

　

男
嶽
と
女
嶽
と
い
う
２
つ
の
峰
か

ら
な
る
二
上
山
に
ニ
ニ
ギ
ノ
ミ
コ
ト

が
降
臨
し
た
と
い
う
言
い
伝
え
が
あ

り
、
女
嶽
の
中
腹
に
は
こ
の
山
を
ご

神
体
と
す
る
二
上
神
社
が
建
つ
。
こ

こ
に
は
国
生
み
を
行
い
日
本
列
島
を

始
め
多
く
の
神
々
を
生
ん
だ
、
イ
ザ

ナ
ギ
ノ
ミ
コ
ト
と
イ
ザ
ナ
ミ
ノ
ミ
コ

ト
が
ご
祭
神
と
し
て
祀
ら
れ
て
い
る
。

元
々
二
上
山
は
女
人
禁
制
の
霊
山
で
、

か
つ
て
は
山
頂
で
祭
祀
り
を
行
っ
て

い
た
そ
う
だ
が
、
８
９
８
（
昌
泰
元
）
年
に

二
社
に
分
か
れ
、
現
在
の
場
所
に
創
建
さ

れ
た
。
分
社
は
男
嶽
の
麓
に
「
中

ち
ゅ
う

登の
ぼ
り

神
社
」

と
い
う
名
前
で
鎮
座
し
て
い
る
。

　

槵
觸
神
社
か
ら
徒
歩
約
6
分
の
場

所
に
あ
る
天
真
名
井
。
ニ
ニ
ギ
ノ
ミ

コ
ト
が
降
臨
し
た
時
、
ま
だ
地
上
に

は
水
が
な
か
っ
た
た
め
、
天
か
ら
こ

こ
に
水
種
を
移
し
た
と
伝
え
ら
れ
て

い
る
。
大
き
な
欅け

や
き

の
木
の
根
元
か
ら

は
、
今
も
透
き
通
っ
た
水
が
湧
き
出

て
い
る
。

「
日
向
神
話
」
の
な
か
で
ア
マ
テ
ラ
ス
オ
オ
ミ
カ
ミ
の
孫
で
あ
る
ニ
ニ
ギ
ノ
ミ
コ

ト
は
、
地
上
世
界
を
統
治
す
る
た
め
に
高
千
穂
に
降
り
立
っ
た
と
さ
れ
て
い
る

が
、『
日
本
書
紀
』
や
『
古
事
記
』
の
な
か
に
記
述
さ
れ
て
い
る
高
千
穂
が
ど
こ

の
場
所
を
指
し
て
い
る
の
か
は
定
か
で
は
な
く
、
天
孫
降
臨
伝
説
が
残
る
地
は

宮
崎
県
や
鹿
児
島
県
な
ど
複
数
あ
る
。
宮
崎
県
高
千
穂
町
も
そ
の
伝
説
が
残
る

場
所
の
ひ
と
つ
。
こ
こ
か
ら
は
こ
の
地
に
残
る
ニ
ニ
ギ
ノ
ミ
コ
ト
が
降
り
立
っ

た
と
さ
れ
る
２
カ
所
に
つ
い
て
（
一
社
）
高
千
穂
町
観
光
協
会
観
光
振
興
課
の

佐
藤
碩
希
さ
ん
に
案
内
し
て
も
ら
お
う
。

天
孫
ニ
ニ
ギ
ノ
ミ
コ
ト

ゆ
か
り
の
地
散
策

槵
觸
神
社

く

し

ふ

る

（一社）高千穂町観光協会
観光振興課 佐藤 碩希（おうき）さん

ニニギノミコトをはじめ、降臨に従えた
神々が祀られている

春の高千穂神社例祭、秋の槵觸
神社例祭では神様が休憩する場
所となり、神輿の安置や神楽の
奉納が行われる

■槵觸神社
宮崎県西臼杵郡高千穂町
三田井 713
☎︎ 0982・72・2413

（高千穂神社）

■夜泣き石
宮崎県西臼杵郡高千穂町三田井 698・４

■天真名井
宮崎県西臼杵郡高千穂町三田井 472

■二上神社
宮崎県西臼杵郡高千穂町押方 2375・1
☎︎ 0982・83・1373

期　2026 年２月 11 日（水・祝）
所　メイン会場 / 高千穂町役場駐車場、パレード / 高千穂神社～槵觸神社
問　0982・73・1212（建国まつり実行委員会）※土日祝は除く

天
真
名
井

天あ

ま

の

ま

な

い

真
名
井

夜
泣
き
石

二
上
神
社

境内には

ご神木として、

大きな銀杏の木が

あります！

二上神社の甲斐重寛宮司は二上山の男岳と女岳をつなぐ
直線上に二上神社、ニニギノミコトやコノハナサクヤヒメを

ご祭神とする高千穂神社、アマテラスオオミカミが隠れた岩をご神
体とする天岩戸神社があることを発見。さらにこの直線を本州ま
で伸ばしてみると国生みを行ったイザナギノミコトを主祭神として祀
る、淡路島の伊弉諾（いざなぎ）神宮が示す『レイライン※』とほぼ
ぴったりと当てはまるという神秘的な神々の繋がりに気づいたそう。

第41回 神話の高千穂建国まつり
高千穂町では「建国記念の日」に合わせて、毎年２月11日に

「高千穂建国まつり」を開催。前夜祭で行われる「神様コン
テスト」で選ばれたミスター神様や女神様などが高千穂神
社から槵觸神社までを練り歩くパレードのほか、高千穂町
役場駐車場では踊りのパフォーマンスや玉入れ大会、バザー
などさまざまなイベントが楽しめる。

※レイラインとは、遺跡や神社などが一直線に並ぶように配置された線のこと。伊弉諾神宮を中心とした太
陽の道しるべを線でつないでみると、同神宮から見て夏至・冬至・春秋仲日の日の出と日没の方向線上に、
国内の重要な神社が揃っていると言われている。

昨年開催された「第 40 回神話の高千穂建国まつり」の様子

不
思

議
発見！

高
千
穂
編

私が

案内します！

欅の木の下には

透き通った水が

見えます

昔は泣き止まない

子どもを抱えた母親が多く

来ていたそう
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高
千
穂
グ
ル
メ
を
楽
し
も
う
！

高千穂牛そ ば

かっぽ鶏

高
千
穂
町
・
日
之
影
町
・
五
ヶ
瀬
町
の
あ
る
自
然
溢
れ
る
緑
豊
か
な
宮
崎
県
西

臼
杵
郡
内
で
生
産
肥
育
さ
れ
る
ブ
ラ
ン
ド
和
牛
。
等
級
Ａ
４
以
上
の
厳
選
さ
れ

た
和
牛
の
み
が
「
高
千
穂
牛
」
と
い
う
称
号
を
得
る
こ
と
が
で
き
、き
め
細
や
か

な
霜
降
り
肉
で
、と
ろ
け
る
よ
う
な
旨
味
と
柔
ら
か
い
肉
質
が
特
徴
だ
。
地
元
で

は
か
ら
し
醤
油
を
つ
け
て
食
べ
る
の
が
人
気
で
、年
代
性
別
問
わ
ず
多
く
の
町
民

に
親
し
ま
れ
て
い
る
。

標
高
１
、０
０
０
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
険
し
い
山
々
に
抱
か
れ
た
高
千

穂
町
は
、古
く
か
ら
耕
作
地
の
少
な
い
環
境
と
向
き
合
い
な
が
ら
、そ

ば
を
は
じ
め
と
す
る
雑
穀
文
化
を
育
ん
で
き
た
土
地
だ
。
厳
し
い
自

然
の
中
で
受
け
継
が
れ
て
き
た
食
の
知
恵
は
、い
ま
も
町
の
あ
ち
こ

ち
に
息
づ
き
、そ
ば
焼
酎
や
手
打
ち
そ
ば
を
味
わ
え
る
店
が
数
多
く

軒
を
連
ね
る
。

竹をくり抜いて作った筒の中に下味をつけた鶏肉や野菜などを詰め、竹ごと火にかけて蒸し
焼きにする、高千穂に伝わる郷土料理。「かっぽ」は高千穂の方言で「竹」のことを指し、かっ
ぽ（竹）を器として使用するのがこの料理の特徴のひとつだ。食材を蒸し焼きにすることで、
竹から出る香りや油分が具材と混じりあい、まろやかで独特な風味の料理が出来上がる。

高千穂牛レストラン 和（なごみ）

かっぽ鶏作り体験

高千穂牛を鉄板焼き・テーブルステーキ・焼肉の３種のコース
で楽しめる、JA直営のレストラン。ステーキコースでは赤身・ロース・サー
ロイン・ヒレの中から好みの部位や量を選ぶことができる。夜は、シェフ
が目の前で調理する「鉄板焼きコース」も人気。肉汁がぎゅっと詰まった
高千穂牛は柔らかく、口に入れた瞬間にほろっととろける。

町内にある「民宿神楽の館」ではかっぽ鶏を自分で作って
味わう体験プログラムを実施中。
まずはかっぽ鶏に欠かせない、竹の器造りからスタート。自分で制作
した竹の容器に、鶏肉やニラをたっぷりと入れ、醤油、にんにく、酒な
どで味付けをしながら蒸し焼きに
する。インストラクターが一つひと
つ丁寧に教えてくれるので、初めて
の人でも安心して参加しよう。旅の
思い出として、高千穂の郷土料理作
りを体験してみるのはいかが？

ピ

ッ
クアップ！

ピ

ッ
クアップ！

『高千穂牛ステーキコース』ランチ 100 ｇ /2,600 円～、ディナー 150 ｇ /3,300 円～

■高千穂牛レストラン和
宮崎県西臼杵郡高千穂町三田井 1099・1
☎ 0982・73・1109
営 11:00 ～ 14:30（ステーキ OS14:00）、
　 17:00 ～ 21:00（焼肉 OS20:00、ステーキ OS20:30）
休 水曜

『天照コース』3,000 円

■民宿神楽の館
宮崎県西臼杵郡高千穂町岩戸 92・3
☎ 0982・73・1800（高千穂町観光協会旅行センター）
時 10:00 ～ 14:00（所要時間約２時間）
料 4,200 円 /1 名
※ 1 週間前までの要予約、２名〜予約可能

※夜神楽日程については「高千穂町観光協会」
　HP を要確認

［毎晩奉納の高千穂夜神楽について］
☎ 0982・73・1213（高千穂観光協会）

［夜神楽日程表について］
☎ 0982・73・1212（高千穂町企画観光課） 御神体の舞

手力雄（たぢからお）の舞

■そば処 天庵
宮崎県西臼杵郡高千穂町三田井 1180・25
☎ 0982・72・3023
営 11:00 ～ 14:30、17:00 ～ 20:00（夜は要予約）
休 木曜

かっぽ鶏作り体験はおにぎり、うどん付

竹筒ごと炭火にかけて蒸し焼きに

そば処 天庵
高千穂ならではの風土を受け継ぐ「そば処 天庵」では、地元産の旬菜はもちろん、

米や野菜に至るまで無農薬・自家栽培にこだわり、高千穂の滋味豊かな恵みを存分に味わえ
る。人気メニューは、真心を込めて手打ちするそばを中心に、季節の野菜の天ぷらや高千穂
牛ローストビーフなどが付いた、満足度の高い「天照コース」。一品料理も充実しており、外は

カリッと、中はふんわりと２
つの食感が楽しめる「そば
豆 腐の揚げだし」は、多く
の客に愛される人気の一品
だ。さらに、地元の焼酎を
とろりとしたそば湯で割る
のも、そば専門店ならでは
の贅沢な味わい方。

ピ
ッ
クアップ

！

高
千
穂
の
伝
統
神
事  

夜
神
楽

郷
ご
と
に
氏う

じ

神が
み

様
を
神
楽
宿
と
呼
ば
れ

る
民
家
や
公
民
館
に
招
き
、
夜
を
通
し

て
三
十
三
番
の
神
楽
を
奉
納
す
る
神
事
、
夜

神
楽
。
高
千
穂
で
は
平
安
末
期
か
ら
鎌
倉
時
代

に
か
け
て
始
ま
っ
た
と
さ
れ
て
お
り
、
江
戸
時

代
末
頃
ま
で
は
高
千
穂
神
社
の
神
職
を
中
心
に

奉
納
さ
れ
て
い
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
現
在
は

毎
年
11
月
中
旬
～
翌
年
２
月
上
旬
に
か
け
て
、

町
内
約
20
の
集
落
で
神
楽
が
奉
納
さ
れ
る
。
神

話
の
ふ
る
さ
と
と
も
言
わ
れ
る
高
千
穂
の
夜
神

楽
は
国
の
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ

て
お
り
、
ア
マ
テ
ラ
ス
オ
オ
ミ
カ
ミ
を
は
じ
め
、

日
本
神
話
に
登
場
す
る
神
々
が
総
出
演
す
る
。
同
じ
夜
神
楽
で
も
舞
う
順
番
や
題
目

は
各
集
落
で
異
な
る
。
高
千
穂
神
社
に
あ
る
神
楽
殿
で
は
毎
晩
20
時
よ
り
１
時
間
夜

神
楽
を
開
催
し
て
お
り
、
１
年
中
舞

を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
。

ディナーの後の

お楽しみ
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二神の愛が芽生えた 愛宕山
（愛宕山笠沙の御碕公園）

　

延
岡
市
中
心
部
に
あ
る
標
高
約

２
５
１
メ
ー
ト
ル
の
愛
宕
山
。
か
つ

て
こ
こ
は
山
で
は
な
く
、
天
孫
降
臨

を
し
た
ニ
ニ
ギ
ノ
ミ
コ
ト
と
コ
ノ
ハ

ナ
サ
ク
ヤ
ヒ
メ
が
出
会
い
、
結
ば
れ

た
場
所
「
笠
沙
の
岬
」
で
あ
っ
た
と

言
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
神
様
に

結
婚
と
い
う
概
念
は
な
く
、
ニ
ニ
ギ

ノ
ミ
コ
ト
は
プ
ロ
ポ
ー
ズ
を
初
め
て

行
っ
た
神
様
で
あ
り
、
神
話
の
中
で

結
婚
に
つ
い
て
描
か
れ
た
の
は
こ
の

２
人
が
初
め
て
だ
。
こ
の
よ
う
な
ロ

マ
ン
チ
ッ
ク
な
神
話
が
残
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
愛
宕
山
は
「
出
会
い
の

聖
地
」と
さ
れ
、現
在
も
多
く
の
カ
ッ

プ
ル
が
訪
れ
る
。
麓
か
ら
山
頂
ま
で

は
車
で
約
5
分
。
整
備
さ
れ
た
登
山

道
も
あ
る
の
で
、
天
気
の
良
い
日
は

ハ
イ
キ
ン
グ
も
お
す
す
め
だ
。

　

山
頂
に
は
延
岡
市
街
や
日
向
灘
な
ど
一
帯

を
３
６
０
度
見
渡
せ
る
展
望
台
が
あ
る
。
ニ

ニ
ギ
ノ
ミ
コ
ト
と
コ
ノ
ハ
ナ
サ
ク
ヤ
ヒ
メ
が

逢
瀬
を
重
ね
た
大
瀬
川
や
、
ニ
ニ
ギ
ノ
ミ
コ

ト
が
葬
ら
れ
た
場
所
と
さ
れ
る
可
愛
岳
な
ど

を
望
む
こ
と
も
。
こ
こ
か
ら
の
景
色
は
「
日

本
夜
景
遺
産
」
や
「
日
本
百
名
月
」
に
選
ば

れ
て
お
り
、
夜
に
な
る
と
き
ら
き
ら
と
輝
く

町
の
夜
景
と
、
月
の
明
か
り
に
照
ら
さ
れ
た

海
の
景
色
が
広
が
る
。
満
月
の
日
に
の
み
見

ら
れ
る
、
月
明
か
り
で
出
来
た
光
の
道
が
海

に
浮
か
び
上
が
る
様
子
は
、
幻
想
的
で
ロ
マ

ン
チ
ッ
ク
だ
。

　

愛
宕
山
の
名
前
の
由
来
に
な
っ
た
愛
宕

神
社
は
、
愛
宕
山
山
頂
に
向
か
う
道
中
に

あ
る
。「
出
会
い
の
聖
地
」
と
し
て
親
し
ま

れ
て
い
る
愛
宕
山
だ
が
、
愛
宕
神
社
は
「
火

の
神
」
や
「
火ひ

防ぶ
せ

の
神
」
と
し
て
あ
が
め

ら
れ
て
い
る
。
山
頂
に
は
、
愛
宕
神
社
の

奥
宮
が
祀
ら
れ
て
お
り
、
最
も
天
に
近
い

と
い
う
意
味
か
ら
「
極ご

っ

天て
ん

さ
ん
」
と
い
う

愛
称
も
。
元
々
愛
宕
山
は
女
人
禁
制
の
山

と
さ
れ
て
い
た
が
、
徳
川
家
康

と
織
田
信
長
の
ひ
孫
で
延
岡
藩

主
・
有
馬
直
純
の
妻
で
あ
る
日

向
御
前
が
言
い
伝
え
を
破
り

山
に
登
っ
た
こ
と
か
ら
、
女
性

も
入
山
す
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
逸
話

が
残
っ
て
お
り
、
境
内
で
は
登

頂
し
た
際
に
奉
納
し
た
と
さ

れ
る
鳥
居
が
見
ら
れ
る
。

延岡市商工観光文化部
観光戦略課　長友 俊さん

展望台下には「出会いの聖地」にちなみ設置された鍵掛けモニュメントも。
ここで出会い結ばれたニニギノミコトとコノハナサクヤヒメにあやかろう
と、カップルや夫婦などが、永遠の愛を願いに南京錠を掛けに来る。モニュ
メントの隣には「出会いの鐘」も
※南京錠は要持参

夜はロマンチックな雰囲気に

■愛宕山展望台
宮崎県延岡市愛宕山
☎︎ 0982・29・2155

（延岡観光協会）

■愛宕神社
宮崎県延岡市愛宕山
☎ 0982・32・2520（春日神社）

■祝子川渓谷
宮崎県延岡市北川町川内名
☎ 0982・46・5010

（延岡市役所北川総合支所）

■神さん山
宮崎県延岡市北川町川内名 10386
☎ 0982・29・2155（延岡観光協会）

天気が良い日は、

四国まで見えます

愛宕山展望台から見える、まっすぐと伸びる日向灘の風景

愛
宕
山（ 

　
　
　
　
　
　
　
　
　

）展
望
台

愛
宕
山
笠
沙
の

御
碕
公
園 

愛
宕
神
社

高
千
穂
町
に
降
り
立
っ
た
後
、
延
岡
市
に
移
っ
た
と
さ
れ
る
ニ
ニ
ギ
ノ
ミ
コ
ト
。
こ
こ
か
ら
は
延

岡
市
商
工
観
光
文
化
部
観
光
戦
略
課
の
長
友
俊
さ
ん
に
案
内
し
て
も
ら
い
な
が
ら
、
延
岡
に
残
る

ニ
ニ
ギ
ノ
ミ
コ
ト
の
伝
承
地
を
散
策
し
よ
う
。

天
孫
ニ
ニ
ギ
ノ
ミ
コ
ト

ゆ
か
り
の
地
散
策愛宕神社の境内は

緑に包まれた

神秘的な雰囲気

夏は釣りや川遊び、

キャンプを楽しむ

人も多い

ホオリノミコト（山幸彦）が
産湯に使った祝子川

ホオリノミコトが幼少期を過ごした場所

ニニギノミコトとコノハナサクヤヒメの三
男として誕 生したホオリノミコト（山幸
彦）。延岡市にある大崩山（おおくえやま）
の山中を流れる祝子川（ほうりがわ）は、ホオリ
ノミコトがこの川の水を産湯に使ったことからこう呼ばれる
ようになったと言われている。巨大な石と清らかに流れる水
で作り出された渓谷も広がっており、その壮大な景色は来る
人々を魅了する。

大崩山の麓に位置する神さん山には、ホオリノミコトが幼少期を過ご
したという伝説がある。登山道入口から約15分登っていくと、高さ
24メートルと15メートルの大きな岩が支えあってできた巨大な岩屋
を見ることができる。この岩屋がどのようにしてできたかは今も謎に
包まれており、一説ではホオリノミコトの住居だったのではないかと
も言われている。

延
岡
　   

ホ
オ
リ
ノ
ミ
コ
ト

恋人同士で永遠の愛を誓うも良し。

友達同士では、永遠の友情を

誓えるかも!?

延
岡
編

其の壱

私が

案内します！

支えあった２つの岩の間には、

約２メートルの大きな

正三角形の岩がすっぽりと

はまっている
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時空を超えた出会い

ニニギノミコトと西郷隆盛

I n format ion
In format ion

　

コ
ノ
ハ
ナ
サ
ク
ヤ
ヒ
メ
の
父
・
オ
オ
ヤ
マ

ツ
ミ
ノ
カ
ミ
に
よ
り
、
神
様
で
初
め
て
寿

命
を
与
え
ら
れ
た
ニ
ニ
ギ
ノ
ミ
コ
ト
。
日

本
書
紀
に
よ
る
と
ニ
ニ
ギ
ノ
ミ
コ
ト
は
死

後
、
可
愛
山
陵
に
葬
ら
れ
た
と
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
可
愛
岳
の
場
所
が
ど
こ
か
は
っ
き

り
と
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
も
の
の
、
全

国
で
唯
一
同
じ
名
前
を
持
つ
延
岡
市
北
川

町
の
可
愛
岳
が
ニ
ニ
ギ
ノ
ミ
コ
ト
が
葬
ら

れ
た
山
で
は
な
い
か
と
さ
れ
て
お
り
、
こ

こ
に
は
彼
に
ま
つ
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
伝
説

が
残
っ
て
い
る
。
近
く
に
あ
る
可
愛
神
社

に
は
ニ
ニ
ギ
ノ
ミ
コ
ト
が
、
天
神
社
に
は

コ
ノ
ハ
ナ
サ
ク
ヤ
ヒ
メ
が
祀
ら
れ
て
い
る
。

　

ま
た
幕
末
か
ら
明
治
初
期
ま
で
活
躍
し

た
偉
人
、
西
郷
隆
盛
も
ニ
ニ
ギ
ノ
ミ
コ
ト

に
深
く
関
係
し
て
い
る
。
明
治
10
年
、
西

郷
隆
盛
を
大
将
と
し
た
薩
摩
軍
と
明
治
政

府
の
間
で
起
き
た
西
南
戦
争
。
熊
本
・
鹿

児
島
・
宮
崎
と
九
州
各
地
で
激
戦
と
な
り
、

兵
力
と
装
備
の
差
で
圧

倒
さ
れ
た
薩

軍
は
だ
ん

だ
ん
と
勢

い
を
失
っ
て
い
っ
た
。
延
岡
方
面
へ
追
い
詰

め
ら
れ
た
西
郷
た
ち
は
、
小
高
い
丘
が
続
く

和
田
越
で
政
府
軍
と
衝
突
し
、
西
南
戦
争
最

後
の
激
戦
と
言
わ
れ
る
「
和
田
越
決
戦
」
が

繰
り
広
げ
ら
れ
る
。
そ
の
戦
い
に
負
け
て
し

ま
っ
た
西
郷
は
、
延
岡
市
北
川
町
俵ひ

ょ
う

野の

地

区
に
移
り
、
こ
こ
で
宿
陣
す
る
こ
と
に
。
こ

の
俵
野
地
区
は
三
方
を
山
に
囲
ま
れ
て
い
る

た
め
、
敵
が
攻
め
て
く
れ
ば
逃
げ
道
を
作
る

こ
と
は
難
し
く
、
決
し
て
安
全
な
場
所
と
は

言
え
な
い
。
で
は
な
ぜ
、
彼
は
こ
こ
で
宿
陣

す
る
こ
と
を
決
め
た
の
か
。

　

そ
の
理
由
に
、
ニ
ニ
ギ
ノ
ミ
コ
ト
が
関
係

し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
史
料
な
ど
で
明
ら

か
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
宿
陣
地
の
す
ぐ
そ

ば
に
可
愛
岳
が
あ
り
、
麓
に
ニ
ニ
ギ
ノ
ミ
コ

ト
の
御
陵
が
鎮
座
し
て
い
る
。
西
郷
た
ち
は

明
治
天
皇
の
祖
先
神
で
あ
る
ニ
ニ
ギ
ノ
ミ
コ

ト
が
祀
ら
れ
て
い
る
こ
の
地
な
ら
、
政
府
軍

も
攻
撃
で
き
な
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
。

そ
の
後
、
西
郷
た
ち
は
奇
跡
的
に
無
事
、
故

郷
の
鹿
児
島
に
帰
る
こ
と
が
で
き
、
ニ
ニ
ギ

ノ
ミ
コ
ト
に
よ
り
彼
ら
は
守
ら
れ
た
と
言
わ

れ
て
い
る
。

　

ニ
ニ
ギ
ノ
ミ
コ
ト
の
終
焉
地
と
さ
れ
る
可

愛
岳
の
麓
に
位
置
す
る
こ
ち
ら
は
、
彼
の
御

陵
墓
参
考
地
と
さ
れ
、
現
在
は
宮
内
庁
に

よ
っ
て
管
理
さ
れ
て
い
る
。
入
口
に
は
ニ
ニ

ギ
ノ
ミ
コ
ト
が
地
上
に
降
り
立
つ
際
に
ア
マ

テ
ラ
ス
オ
オ
ミ
カ
ミ
か
ら
与
え
ら
れ
た
三
種

の
神
器
（
八
咫
鏡
・
八
尺
瓊
勾
玉
・
草
薙
剣
）

の
オ
ブ
ジ
ェ
が
展
示
さ
れ
て
い
る
。
神
聖
な

場
所
で
あ
る
た
め
、
御
陵
墓
の
周
り
は
柵
と

扉
で
囲
わ
れ
て
い
る
。
古
く
か
ら
毎
年
４
月

３
日
に
地
元
民
に
よ
る
御
陵
祭
が
開
催
さ
れ

て
お
り
、
通
年
県
内
外
か
ら
多
く
の
観
光
客

が
集
ま
る
。

　

西
郷
隆
盛
率
い
る
薩
軍
が
宿
陣
と
し
て
選

ん
だ
児
玉
熊
四
郎
邸
。
和
田
越
決
戦
で
大
敗

し
た
西
郷
隆
盛
は
こ
こ
で
軍
議
を
開
き
、
薩

軍
に
解
散
布
告
令
を
出
し
た
そ
う
。
現
在
、

こ
の
宿
陣
は
当
時
の
民
家
を
そ
の
ま
ま
活
用

し
資
料
館
と
し
て
整
備
さ
れ
、
西
郷
に
関
す

る
さ
ま
ざ
ま
な
資
料
が
展
示
さ
れ
て
い
る
。

明
治
天
皇
を
敬
愛
し
て
い
た
と
さ

れ
る
西
郷
だ
が
、
日
本
に
1
着
し

か
な
か
っ
た
陸
軍
大
将
の
軍
服
を
、

宿
陣
地
の
前
庭
で
焼
い
て
、
敬
愛

す
る
明
治
天
皇
の
祖
先
神
で
あ
る

ニ
ニ
ギ
ノ
ミ
コ
ト
の
御
陵
に
お
返

し
し
た
の
で
は
な
い
か
と
言
わ
れ

て
お
り
、
敷
地
内
で
は
焼
却
場
所

を
見
る
こ
と
も
。

■天孫ニニギノミコト御陵墓参考地
宮崎県延岡市北川町長井
☎ 0982・29・2155（延岡観光協会）

最後の軍議の様子を再現した部屋

軍服を焼却したとされる場所

■西郷隆盛宿陣跡資料館
宮崎県延岡市北川町長井 6727
☎ 0982・46・2960
時 9:00 ～ 17:00
休 12/28 ～ 1/3
料 無料

期　2026 年２月１日（日）～４月５日（日）
※「このはなウォーク」は２月 21 日（土）・22 日（日）
所　延岡城跡・城山公園、慧日山 本東寺、五ヶ瀬川河川敷・
　　堤防ほか延岡各地
問　0982・29・2155（延岡観光協会）

天
孫
ニ
ニ
ギ
ノ
ミ
コ
ト

御
陵
墓
参
考
地

天
孫
ニ
ニ
ギ
ノ
ミ
コ
ト

御ご

陵
り
ょ
う

墓ぼ

参さ

ん

考こ

う

地ち

西
郷
隆
盛
宿
陣
跡
資
料
館

天
孫
ニ
ニ
ギ
ノ
ミ
コ
ト

ゆ
か
り
の
地
散
策

資料館は入館料、駐車場代

無料。高速「北川IC」からも

車で行くことができ、近隣には

延岡の名産品がそろう道の駅

　「北川はゆま」もあります！

可愛岳を遠くから見ると、

ニニギノミコトや西郷隆盛の

横顔に見えるという噂も

延岡花物語

２～４月までの約2カ月間にわたって、延岡市内３カ所の
花の名所を会場に、次 と々訪れる花の開花に合わせてさ
まざまなイベントを開催。五ヶ瀬川堤防沿いの300本
の「天下一ひむか桜」と100万本の菜の花が見ごろを迎
える２月下旬には、祭りのメインイベントとなる「このはな
ウォーク」が行われる。特設ステージでは、延岡の郷土
芸能や歌謡ショーを楽しめるほか、河川敷には延岡グル
が食べられる露店が出店。またイベント中には、市内か
ら選出されたニニギノミコトとコノハナサクヤヒメが登場
し、来場者との写真撮影を行ってくれる。

以前開催された「このはなウォーク」の様子。写真は選出
されたニニギノミコトとコノハナサクヤヒメ

延
岡
編

其の弍

扉と柵の後ろが

ニニギノミコトの墓と

されている

1415



延
岡
グ
ル
メ
を
楽
し
も
う
！

チキン南蛮

めひかり

破れ饅頭

延岡三蔵

元祖チキン南蛮 直ちゃん

日本料理 高浜

風の菓子 虎彦 幸町本店

さっぱりとした鶏胸肉を使用したチキン南蛮が人気の食
事処。ここで食べられるチキン南蛮はタルタルソースを
かけずに、オリジナルの甘酢ダレのみをかけたシンプル
な味わいが特徴。小麦粉をまぶし、溶き卵にくぐらせた
鶏肉を独自の技法で揚げることで、きめ細やかな衣がで
き、一口食べるとサクサクとした食感と鶏肉のジューシー
な脂が口いっぱいに広がる。

1916（大正５）年創業の地元延岡の郷土料理や地酒を楽
しめる日本料理店。先代の女将が延岡の新鮮な旬の魚を味わっ
てほしいと考え、めひかりの唐揚げと塩焼きを考案したと言
われており、今ではこの町の郷土料理となっている。同店
では唐揚げや塩焼きに加え、南蛮漬けや天ぷら、刺身など
バラエティ豊富なめひかり料理を楽しむことができる。

1949（昭和24）年創業の老舗菓子店。延岡発祥の『破れ饅頭』
を始め、同市内にある神社「極天様」を名前の由来とするどら焼

『極天』や、延岡の秋の風物詩鮎やなをモチーフにした『手焼き 
鮎やな餅』など地元に根差した和洋菓子を販売する。延

岡駅近くにある同店には、さまざまなアートや
工芸・手工芸の展示、音楽コンサートを行う

「虎彦サロン」を併設しており、購入した和洋菓
子をその場で食べることができる。

ピ

ッ
クアップ！

ピ

ッ
クアップ！

ピ

ッ
クアップ！

『チキン南蛮定食』1,250 円

『めひかり唐揚げ』700 円

■佐藤焼酎製造場株式会社
宮崎県延岡市祝子町 2388・1
☎ 0982・33・2811

［直売所］
営 10:00 ～ 16:00
休 土日・祝

■千徳酒造株式会社
宮崎県延岡市大瀬町２・１・８
☎ 0982・32・2024

■宮崎ひでじビール株式会社
宮崎県延岡市行縢町 747・58
☎ 0982・39・0090

［直売所］
営 10:00 ～ 17:00

『天の刻印』720ml
（アルコール度数 25％）1,573 円

『千徳 純米酒』1,800ml
（アルコール度数 15.5%）3,400 円

『太陽のラガー』330ml
（アルコール度数 5%）550 円

『破れ饅頭』756 円／６個入

■元祖チキン南蛮 直ちゃん
宮崎県延岡市栄町 9・3
☎ 0982・32・2052
営 11:00 ～ 13:45（OS）、17:00 ～ 19:45（OS）
　 ※仕込みが切れ次第終了
休 火曜（月曜は昼のみ営業）

■日本料理 高浜
宮崎県延岡市北町１・２・11
☎ 0982・32・2366
営 11:00 ～ 14:00（OS13:45）
　 18:00 ～ 22:30（料理 OS21:00、ドリンク OS22:00）
休 日曜

■風の菓子 虎彦 幸町本店
宮崎県延岡市幸町１・20
☎ 0982・32・5500
営 9:00 ～ 18:00（日祝は 17:00 まで）

佐藤焼酎製造場
祝子川の深層地下水と新鮮

な 米・麦・芋・栗 などを 使 用した
本 格焼酎を製 造する。まろやかな
旨味とのど越しで、料理との相性も
ぴったりな麦焼酎『天の刻印』のほ
か、ほのかに甘い栗の香りを感じる
栗焼酎などほかにはないオリジナリ
ティ溢れる酒が揃う。１カ月前まで
の予約で工場見学をすることもでき
る。

ピ

ッ
クアップ

！宮崎ひでじビール
ヤマトタケルノミコトが名づ

けたという伝説が残る「行縢山（むか
ばきやま）」の麓にあるクラフトビー
ルブルワリー。すっきりとした飲み口
と爽やかな苦み、柔らかなコクが特
徴的な『太陽のラガー』をはじめ、エ
スプレッソコーヒーのようなほろ苦
い味わいの『スタウト』、日向夏を使
用したフルーティな香りの『日向夏
premium』など、多様な味を楽しめ
る。工場では見学に加え出来たての
ビールを味わうこともできる。

ピ

ッ
クアップ

！ 千徳酒造
高千穂を水源とする五ヶ瀬

川の伏流水と宮崎県産酒造好適米
を使用して酒造りを行う宮崎県唯一
の清酒専門酒造会社。宮崎県産「山
田錦」を使用したふくよかな旨味が
特 徴の『 千 徳 純 米 酒 』のほか、宮
崎県産酒造好適米「はなかぐら」を
低温でじっくりと醸した辛口で後味
すっきりの『吟醸酒 はなかぐら』な
どが人気。

ピ

ッ
クアップ

！

延岡が発祥の地として知られるチキン南蛮。昭和30年代に市内の洋食
店でまかない料理として作られたのが始まりと言われており、一般的には
甘酸ダレとタルタルソースをたっぷりとかけて食べることが多いが、延岡
では甘酢ダレのみをかけたシンプルなチキン南蛮を味わうこともできる。

市内では焼酎、日本酒、地ビールといった異なるジャンルの３つの酒蔵が「延岡三蔵」と称
され親しまれており、五ヶ瀬川、大瀬川、祝子川、北川といった一級河川の水を活かした独
自の酒造りを行っている。

日向灘沖などごく一部の深海に生息する、エメラルドグリーンに輝く大き
な目が特徴の小魚。骨まで丸ごと唐揚げにして食べられることが多いが、
塩焼きにしてめひかりの素材本来の味を楽しむのもおすすめだ。新鮮な
めひかりが手に入る延岡では、刺身として提供する店も。

1614（慶長19）年に延岡で作られるようになったといわれており、当初は「皇賀玉（おがた
ま）饅頭」という名前で親しまれていた。饅頭の形は天岩戸に隠れたアマテラスオオミカ
ミを外に誘い出す為に神々が踊りを披露したという「天岩戸伝説」に登場するアメノウズメ
ノミコトが手に持っていた「おがたま」の実を象ったもの。皮が破れて中の餡が見えること
から「破れ饅頭」という名で親しまれるようになった。
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宮崎県

北部地域

おすすめ
旅プラン

２泊 3日

　 日目

スタート！
１１

 　 日目

スタート！
22

AM 11：00

AM 10：00

PM 12：00

PM 17：30
PM 12：00

PM 14：30

PM 16：00

PM 15：00

PM 14：00

PM 15：30

PM 16：00

PM 18：00

 　 日目

スタート！
33

AM 11：00

PM 12：00

PM 14：00

PM 16：00

PM 17：00

AM 10：00

日向神話ゆかりの地が多く残る高千穂・延岡地域。福岡市街地
から高千穂町市街地までは車で約３時間、延岡市街地までは車
で約３時間30分のほか高速バス１本で到着することができ、程
よい遠さを楽しみたい人におススメの旅行地だ。そんなミニ旅に
ぴったりな高千穂・延岡地域で、ニニギノミコトゆかりの地を巡る
おすすめの観光ルートを紹介しよう。

ニニギノミコト降臨の地の一つ
「二上神社」で参拝

高天原神話の舞台となった
「天安河原」からスタート

延岡の旬を
「エンチャード cafe ＆ shop」

で味わう 「高千穂牛レストラン 和」で
ディナー

「ソレスト高千穂ホテル」に
宿泊

「エンシティホテル延岡」に
宿泊

ランチ＆高千穂峡・遊歩道散策

恋愛成就のご利益もある
「高千穂神社」でお参り

ニニギノミコト、もう一つの降臨地
「槵觸神社」へ

高千穂の土産が揃う「道の駅高千穂」

車約15分

車約40分

車約20分

車約15分

車約60分

車約30分

車約20分

車約10分

車約3分

車約15分車約20分

車約2分

車約1分徒歩２分

車約5分

車約5分

車約5分

車約2分

二上神社で参拝した後は、高千穂峡散策へ。
峡谷内を流れる、「天真名井（P8）」から湧
き出る水が水源といわれる、「真名井の滝」
は日本の滝百選にも指定されている。

約1900年前の垂仁天皇の時代に創建され
たといわれる高千穂神社。縁結びや夫婦円
満などのご利益があり、天孫降臨をしたニニ
ギノミコトや妻のコノハナサクヤヒメがご祭
神として祀られている。

落ち着いた色調のモダンなインテリア家具
で、上質なくつろぎの空間を演出するデザイ
ナーズホテル。高千穂神社まで徒歩５分の
場所にあり、観光客にも人気。館内にあるレ
ストランでは、世界農業遺産に登録された
高千穂の棚田でとれた米をはじめとする、地
元食材を使用した和食を提供する。

延岡市唯一のシティホテル。延岡駅からは
徒歩約10分、タクシーを利用すれば約５分

とアクセスも抜 群。
客室タイプもさまざ
まあり、ひとり旅か
ら家 族 旅 行まで 幅
広く利 用 さ れて い
る。

高千穂神社参拝後は、高千穂の土産が揃う
「道の駅高千穂」へ。神楽面をモチーフにし
たアメノウズメノミコトとタヂカラオノミコト
の大きなオブジェが目印。レストランも併設
しており、地元食材を使った郷土料理も楽し
める。

■高千穂峡
宮崎県西臼杵郡高千穂町三田井御塩井
☎ 0982・73・1213（高千穂観光協会）
※駐車場複数あり

■ソレスト高千穂ホテル
宮崎県西臼杵郡高千穂町三田井 1261・1
☎ 0982・83・0001
料 ダブル１泊朝食付 10,500 円～（１名料金）

■祝子川温泉
宮崎県延岡市北川町川内名 10358・10
☎ 0982・23・3080
営 10:00 ～ 20:00
休 木曜

■エンシティホテル延岡
宮崎県延岡市紺屋町１・４・28
☎ 0982・32・6060
料 ツイン素泊まり 14,500 円～
　（１室料金）

■エンチャード cafe ＆ shop
宮崎県延岡市北方町蔵田 567・14
☎ 090・6295・5676
営 10:00 ～ 16:00
休 火曜

■延岡城・内藤記念博物館
宮崎県延岡市天神小路 255・2 
☎ 0982・21・7110
営 9:00 ～ 17:00（最終入場 16:30）
休 毎週月曜（祝日の場合は翌火曜）
　 12/31 ～ 1/2

■高千穂神社
宮崎県西臼杵郡高千穂町三田井 1037
☎ 0982・72・2413

■道の駅高千穂
宮崎県西臼杵郡高千穂町三田井 1296・34
☎ 0982・72・9123
営 ［物産館］9:00 ～ 17:00
　 ［レストラン］10:30 ～ 14:30（OS）

OR

境内には神楽殿が

あり、毎晩 20時から

夜神楽が開催される

近隣には

飲食店も多数

あり

社殿まで続く

長い階段は朝の

良い運動に！

「天岩戸」をご神体と

する天岩戸神社にも

参拝しよう！

次は、ニニギノミコトが

コノハナサクヤヒメと

出会った場所、延岡へ

休日には行列が予想

されるため、時間に余裕

を持って来店するのが

おすすめ！

延岡市街地に向かう前に、自家農園の果物
を使ったスイーツや旬の地元食材を使用し
た食事メニューが 楽しめる「エンチャード
cafe＆shop」へ。農園では季節ごとにイチ
ゴやブドウ、カキなど
を育てており、旬の果
物 を たっ ぷりと使 用
した パフェやタルト、
ケーキのほか、複数の
おかずが楽しめる小鉢
ランチなども。

出会いの聖地「愛宕山」散策

延岡市の歴史や文化について、歴史資料や美
術作品を鑑賞し学ぶことができる博物館。延
岡藩主「内藤家」に伝来した貴重な品々をは
じめ、大正・昭和期にかけて使われてきた民
俗資料など数多くの資料が展示されている。

博 物 館 見学 後は、延
岡城 跡を散策するの
もおすすめ。

森林と渓谷に囲まれた自然豊かな場所にある
天然温泉。露店風呂からは名峰大崩山をの
ぞめ、室内風呂からもガラス越しに大自然を満
喫することができる。「美人の湯」として親しま
れており、美肌効果やリラックス効果を求める
人に人気。

お土産を買いに延岡銘菓が並ぶ
「風の菓子 虎彦」へ

「延岡城・内藤記念博物館」を
見学

旅の夜は郷土料理を味わえる
「日本料理 高浜」で〆る

「西郷隆盛宿陣跡資料館」で
延岡と西郷の関係を学ぶ

ニニギノミコトの墓とされている
「御陵墓参考地」へ

「直ちゃん」で
延岡発祥のチキン南蛮を味わう

「佐藤焼酎蔵元直売所」で
買いもの or 工場見学

神秘的な森
「神さん山」へ

「祝子川」温泉で旅の疲れを癒す

車約2分

OR

徒歩8分

ソレスト
高千穂ホテルを
出発！

晴れた日には
トレッキングも
おすすめ！

エンシティ
ホテル延岡を
出発！

→ P15

→ P16

→ P16

→  P 4

→ P17

→ P16

→ P12・13

→ P15

→ P10

→ P 9→ P 8

→ P13

徒歩約８分

OR

徒歩約2分
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325

218

218

326

388

503

217
388

二上神社［P9］

天安河原［P4］
民宿 神楽の館［P10］

237

エンチャードcafe＆shop
［P19］

宮崎ひでじビール
［P17］

天孫ニニギノミコト
御陵墓参考地［P15］

西郷隆盛宿陣跡
資料館［P15］

五ヶ瀬川

祝
子
川

祝子川温泉［P19］
神さん山［P13］

高千穂町高千穂町

延岡市延岡市

日
豊
本
線

JR 延岡駅

高千穂 往還（高
千穂街道）

北
川
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